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　本研究では，千葉大学との関係が深いUBC新渡戸紀念庭園で，新渡戸博士との関係が深い台湾の大学院生を対象
として，博物館教育の視点を取り入れた約1時間の新渡戸紀念庭園での博物館教育プログラムを開発して試行した。
その結果，プログラムを受講した大学院生の新渡戸紀念庭園へのイメージが肯定的に推移し，新渡戸博士の歴史や庭
園についてよくわかり，明るい雰囲気で，回復させ，じっくり考えるプログラムとなった。
　The purpose of this research was to develop one hour museum education program contextualized around Nitobe 
Memorial Garden in UBC and to evaluate the program.   
　20 Taiwanese graduate students received one hour museum education program, and they were asked to 
answer their image of Japanese garden. As a result, the image of the students who attended the program changed 
affirmatively, Dr. Nitobe's history and garden were understood well, it recovered by the bright note, and it became 
a contemplated program.
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1．問題と目的
　第一筆者は，2018年度千葉大学よりサバティカル研
修を取得し，第二筆者のProf. David Anderson を受
け入れ先にして，UBCに一年間客員教授として滞在す
ることになった。千葉大学とUBCの関係を探るうち
に，UBCの新渡戸紀念庭園が，千葉大学園芸学部の前
身であった千葉高等園芸学校の元教授であった森歓之助
（1894年-1960年）によって設計され （浅野，1996），現
在も千葉大学関係者が庭園の管理に携わっていることが
わかった。
　庭園は，カナダで開催された太平洋調査会の会議に出
席した後にVictoriaで亡くなった新渡戸稲造博士（1862
年-1933年）の人生や貢献を記念して，1935年に在留邦
人とバンクーバー日本協会が協力して，UBC構内に石
灯籠を中心とした小規模な日本庭園を造園して寄贈し
たものである。その後，この庭園は戦中に荒廃したが，
1958年にUBCの芸術科長が日本を訪れて日本庭園を視
察後，新渡戸紀念庭園を拡張し，より本格的な日本庭園
に改築することを当時のUBC総長ノーマン・マッケン
ジー（Norman MacKenzie）に提案した1）。国際連盟時
代に新渡戸博士と机を隣にした総長が，この提案に賛成
して庭園改築に尽力された。庭園は，バンクーバー日系
ガーデナー協会の協力のもと，1959年に当時UBCの客
員教授でもあった森歓之助によって設計施工された。異
文化理解のために「太平洋の架け橋になる」という新渡
戸博士の夢を表現している。
　今では，UBC Botanical Garden and Centre for Plant 
Research の一部となっている庭園は，約１haの面積の
中に池泉回遊式庭園と茶室で構成されている。中央の池
を太平洋に見立て，隔てられた日本側と北米側に特有の
樹木（例えば，日本側にはモミジ，北米側にはメイプル
など）を植栽して，一本の橋で博士の「太平洋の架け橋
になる」という夢を表現している（図１）。
　1992年には枡野俊明により改修され（枡野，1995)，
BC州の気候と相性の良いビロードのような美しい苔で
覆われた庭園は，日本国外の正統的日本庭園として高く
評価され2），2009年には天皇皇后両陛下も訪問された。
　庭園の出口付近には，2014年に台湾の許文龍氏から寄
贈された新渡戸博士の胸像がある（図２）。
　個人的に新渡戸博士について調査し，バンクーバー新
報に「カナダで出会った新渡戸稲造　第１回～第６回」
（矢野，2017）を連載した矢野アカデミーの矢野修三校
長から，一般の日本人は新渡戸博士の台湾での製糖に関
doi：10.20776/S13482084-67-P41
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する活躍はほとんど知らず，台湾人の方が博士の活躍を
よく知っていると伺った。
図１　新渡戸博士の「太平洋の架け橋になる」という夢
 
図 1 新渡戸博士の「太平洋の架け橋になる」という夢 
 
 
図 2 新渡戸博士の胸像 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 BBM での貸出標本の説明の様子 
 
 
図2　新渡戸博士の胸像
 
図 1 新渡戸博士の「太平洋の架け橋になる」という夢 
 
 
図 2 新渡戸博士の胸像 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 BBM での貸出標本の説明の様子 
 
 
　UBCでは，毎年20名程度の台湾の大学院生を約１ヵ
月間のUBC Graduate Summer Programに受け入れて
いる。大学院生たちはUBC の寮に滞在しながら，カリ
キュラムに関するCourseと博物館教育に関するCourse
を履修している。Prof. Andersonは，３単位分の博物
館教育に関するCourseを担当している。UBCは，所属
学 生 にMuseum of Anthropology at UBC （MOA）や
Beaty Biodiversity Museum at UBC （BBM）などの博
物館を無料開放しており，教員免許取得のための教育実
習の一部を博物館での学芸員実習に代えられるようにし
ている。博物館が教育実習の場になることで，貸出標本
など具体的な博物館利用方法を心得た教員を養成できる
こと（図3），博物館側には学校教育での利用が来館者数
増につながることなどのメリットがある。
　このUBCの豊かな博物館利用環境下で，Prof. 
Anderson が中心となって，博物館教育を展開して
い る。特 に，UBC の Masters of Museum Education 
(MMEd) programは高く評価され，British Columbia 州
の Museums Association (BCMA) の The 2018 Change 
Makers Awardを受賞している。
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図３　BBMでの貸出標本の説明の様子
　2018年度の博物館教育のCourseでは，MOAとBBM
以外にも,UBC Farm，Britannia Shipyards，Georgia Cannery，
MacMillan Space Centre，Vancouver Aquariumなどを視察して
いる。各施設の学芸員の多くが，UBCのMMEd修了者
などで，UBCとの連携を容易にしている。Courseに参
加している大学院生たちは，学芸員らの説明を聞きなが
ら博物館の教育利用について学び，後日グループごとに
約15分間のプレゼンテーションをして各施設視察から学
んだことを発表している。2018年度のCourseの当初の
計画には，新渡戸紀念庭園視察は含まれていなかったが，
台湾とも関係深いことから庭園を訪問することになった。
　本研究では，2018年7月18日に実施されることなった
UBC新渡戸紀念庭園での台湾大学院生向け博物館教育
プログラムの開発と試行について報告する。
2.UBC新渡戸紀念庭園でのプログラムの開発と試行
　UBC新渡戸紀念庭園には，図４のようなセルフガイ
ド用のパンフレットがある。通常は，このガイドに従って，
20分程度で庭園を散策している。このガイドには，庭園
が北米のBEST5に入る日本庭園で，千葉大学の森教授
によって設計されたこと，Nitobe博士の夢「太平洋の
架け橋になる」を表現していること，石燈籠，植樹され
た樹々，庭園のデザインなどについて説明されている。 
　本研究では，新渡戸博士が台湾との関係が深いこと，
庭園が千葉大学とも関係が深いことを生かし，博物館教
育の視点も取り入れたプログラムを開発することにした
（表１）。なお，プログラムを開発にあたっては，矢野校
長のバンクーバー新報での連載記事を参考した。
　博物館教育のCourseでは，各施設を視察しながら，
学芸員との対話通じて多くのことを学んでいる。開発し
たプログラムでも，大学院生たちとの対話の機会を多く
取り入れて，新たに作成したスライド12枚をA4用紙の
裏表に印刷し，セルフガイド用のパンフレットも合わせ
て持参して，新渡戸紀念庭園を約40分間で対話しながら
巡り，その後に約20分間の自由散策の時間を取った。
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表 1  開発した新渡戸紀念庭園での博物館教育プログラム 
庭園の場所と様子 説明の内容 
 
 
 
1 
台湾の面積・人口と比較(台
湾・日本との関係) 
日本に来たことのある大学
院生も多く，台湾は西表島
のすぐ隣で，九州と同じく
らいの大きさだと地図を見
せながら実感させた。 
 
2 
千葉大学の森教授による設
計(千葉大学との関係) 
千葉大学元教授森歓之助に
よって設計され，現在も千
葉大学 OB の杉山学芸主任
が庭園の管理をしており，
当日も挨拶された。 
 
3 
「紀念」庭園(台湾・日本と
の関係) 
現在日本では「記念」，台
湾ではどう書いているのか
質問し，「紀念」と書いて
いることを確認後，なぜ「紀
念」庭園なのか考えさせた。 
表１　開発した新渡戸紀念庭園での博物館教育プログラム
－44－
千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　Ⅰ：教育科学系
 4 
 順路(博物館教育の視点) 
門を通過後，どちら廻りで
見学するか考えさせた後，
通常の博物館等の展示は反
時計廻り見学すると説明し
(ジェットコースター等は
通常時計廻り)，ここでは滝
の音が反時計廻りに誘導し
ていることに気づかせた。 
 
 
 
5 
留学生としての苦悩(留学
生の視点) 
新渡戸博士の生い立ちにつ
いて説明し，なぜ当時の日
本で英語が話せるようにな
ったのか，米国で日本人初
の留学生となれたのか，留
学の苦悩は何か考えさせ
た。 
 
6 
庭園のデザイン(博物館教
育の視点) 
日本側のモミジ，北米側の
メイプルについて観察さ
せ，対比するようにした庭
園のデザインについて考え
させた。 
UBC新渡戸紀念庭園での台湾大学院生向け博物館教育プログラムの開発と試行
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7 
 宗教(日本との関係) 
Shintoism ， Buddhism ，
Taoism に関連した石燈籠
などを観察させ，池に咲い
ている菖蒲は，明治神宮か
ら移植されたものだとせつ
めいした。 
 
8 
新渡戸博士の夢(留学生の
視点) 
日本語を習っているという
大学院生に博士の夢を読ん
でもらい，「太平洋の架け
橋になる」ことについて考
えさせた。 
 
 
 
9 
海外での活躍・苦悩(留学生
の視点) 
日本では新渡戸博士は５千
円札の肖像としては有名だ
が，その活躍についてはほ
とんど知られていないと説
明し，大学院生に新渡戸博
士について知っていること
を挙げさせ，博士の活躍や
苦悩について考えさせた。 
説明
した。
－46－
千葉大学教育学部研究紀要　第67巻　Ⅰ：教育科学系
 10 
武士道 (日本との関係) 
メアリーとの国際結婚につ
いて説明し，当時日本人の
ことがよく理解されていな
かった周囲に日本人の精神
(The Soul of Japan)を伝
えるために書かれたものが
武士道だったと説明した。 
 
 
 
11 
茶室(日本との関係) 
茶道・柔道・剣道を習った
ことがある大学院生がいた
ために，「道」について武
士道と関連付けて考えさせ
た。 
 
12 
台湾への貢献(台湾との関
係) 
新渡戸博士の台湾での活躍
について，大学院生に知っ
ていること挙げさせ，胸像
が台湾の許文龍氏から寄贈
された理由を考えさせた。 
3．UBC 新渡戸紀念庭園でのプログラムによるイメージ の変化 
2018 年度の博物館教育の Course に参加した台湾の大
UBC新渡戸紀念庭園での台湾大学院生向け博物館教育プログラムの開発と試行
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3．UBC新渡戸紀念庭園でのプログラムによるイメー
ジの変化
　2018年度の博物館教育のCourseに参加した台湾の大
学院生20名（男3，女17）に新渡戸紀念庭園でのプロ
グラムの事前に，一般的な日本庭園のイメージ，1時
間のプログラムの事後に新渡戸紀念庭園のイメージつ
いて回答を求めた（鈴木ら，1988）。各項目について，
Positive：3，Neutral：0， Negative：-3として，イメー
ジに近いところの数字に〇をつけさせて平均値を求めた
表2　プログラムによるイメージの変化(事前・事後の平均)表 2 プ るイメージの変化(事前・事後の平均) 
Please mark your image of Japanese gardens in general on the following scale 3 to -3. ＞＞事前 
Please mark your image of the Nitobe Memorial Garden through 3 to -3.＞＞事後 
                                Positive        Neutral    Negative 
3     2     1      0     −1    −2    −3 
1) 面白い Interesting 1.85 1.65 つまらない Boring 
2)** 意味のある Meaningful 2.55 <<1.90 意味のない Meaningless 
3) 繊細な Delicate 2.50 荒々しい Rough 
4) 自然な Natural 2.40 1.90 人工な Artificial 
5) 平穏な Peaceful 2.85 2.60 不調和な Discordant 
6) 快適な Comfortable 2.85 2.65 不快な Uncomfortable 
7) 開放的な Open 1.35 1.25 閉鎖的な Closed 
8) 落ち着いた Restful 2.65 2.40 落ち着かない Restless 
9)* 明るい Bright 2.55 < 1.80 暗い Dark 
10) 静かな Quiet 2.15 2.05 騒々しい Noisy 
11) 癒される Healing 2.50 2.25 癒されない Not healing 
12)** 回復させる Restorative 2.40<<1.40 回復させない Not restorative 
13) 洗練された Sophisticated 1.30 1.05 単純な Simple 
14)** じっくり考える
Contemplative 
2.35 <<1.45 じっくり考えない Not 
Contemplative 
15) 魅力的 Attractive 2.15 2.00 魅力がない Not Attractive 
*p<.05，**p<.01 
ところ，10）Quiet（静かな）は2.15から2.05に推移，3） 
Delicate（繊細な）は同じ2.50だったが，その他の項目
で事後でPositiveの方に推移した（表2）。
対応のあるt検定の結果，
2)**Meaningful(意味のある) (t[19]=3.32, p<.01)，
9)*Bright(明るい) (t[19]=2.78, p<.05)，
12)**Restorative(回復させる) (t[19]=3.01, p<.01)，
14)**Contemplative(じっくり考える) (t[19]=3.21, p<.01)
で，有意な差が見られ，新渡戸紀念庭園のイメージが肯
定の方に推移した。新たに開発したプログラムにより，
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新渡戸博士の歴史や庭園についてよくわかり，明るい雰
囲気で，回復させ，じっくり考える機会になったことが
伺える。
　プログラムによってこれらのイメージの変化が生じた
理由は，BC州の気候と相性の良いビロードのような美
しい緑の苔で覆われた庭園は，明るく美しいだけでなく，
意味を持った庭園であることに気づき，新渡戸博士の生
涯を振り返って考えたことで，大学院生自身に回復をも
たらしたためだと考えられる。
　なお，10）Quiet（静かな）がNegative の方に推移，3） 
Delicate（繊細な）は変化なしだったのは，新渡戸紀念
庭園の西側が幹線道路に面しており，プログラム展開中
に車の騒音が聞こえたことが原因である。
4．まとめと今後の課題
　本研究では，千葉大学との関係が深いUBC新渡戸紀
念庭園で，新渡戸博士との関係が深い台湾の大学院生を
対象として，博物館教育の視点を取り入れた約1時間の
新渡戸紀念庭園での博物館教育プログラムを開発して試
行した。その結果，プログラムを受講した大学院生の新
渡戸紀念庭園へのイメージが肯定的に推移し，新渡戸博
士の歴史や庭園についてよくわかり，明るい雰囲気で，
回復させ，じっくり考えるプログラムとなった。
　日本では，新渡戸博士は５千円札の肖像（1984年－
2004年）としては有名であるが，その活躍についてはほ
とんど知られていない。今後は，日本人留学生向けにも
プログラムを開発して，その成果を実証する予定である。
付記
　本研究は，2018年度千葉大学サバティカル研修中に実
施し，本研究の一部は，科学研究費補助金（基盤研究（B） 
課題番号15H02910研究代表者：山下修一；基盤研究（B） 
課題番号17H04490研究代表者：三宅志穂）の支援を受
けた。
　また，矢野アカデミーの矢野修三校長，千葉大学OB
でUBC新渡戸紀念庭園の杉山龍学芸主任には，本研究
を進めにあたり多くの貴重な示唆を頂いた。記して感謝
の意を示す。
注
１） 外交史料　Q&A　昭和戦前期
　 Retrieved from https://www.mofa.go.jp/mofaj/
annai/honsho/shiryo/qa/senzen_03.html　 ( 参 照 日
2018.9.20)を参照した。
2） The Journal of Japanese Gardeningが，2013年に北
米の300以上の日本庭園からThe Garden Rankings 
of North Americaで，第4位に選んでいる。
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